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国民健康保険事業特別会計の財政状況等について 

 

１ 国民健康保険事業特別会計の財政状況等 

本市の国民健康保険特別会計の財政状況については、平成30年度以降、保険料を据え

置いているとともに、被保険者数の減少による保険料収入の減少や１人当たり納付金の

増加に伴い、今後も赤字が続く見込みです。 

⑴ 被保険者数及び世帯数 

 被保険者数 世帯数 

令和元年度実績 58,389人 37,650世帯 

令和２年度実績 57,605人 37,451世帯 

令和３年度実績 57,116人 37,458世帯 

令和４年度見込 55,000人 36,000世帯 

 

 ⑵ 国民健康保険事業特別会計の財政状況 

 歳入 歳出 収支 

令和元年度決算 29,765,280,929円 29,445,540,297円  319,740,632円 

令和２年度決算 28,083,127,541円 28,158,611,544円  -76,484,003円 

令和３年度決算 28,648,487,542円 29,282,793,271円 -634,305,729円 

令和４年度予算 28,523,650,000円 29,123,650,000円 -600,000,000円 

 

 ⑶ 国民健康保険事業基金の推移 

 基金繰入額 基金残高 

令和元年度決算 ― 2,820,967,588円 

令和２年度決算 100,000,000円 2,721,176,844円 

令和３年度決算 650,000,000円 2,071,202,692円 

令和４年度予算 600,000,000円 1,471,252,692円 
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２ 県が決定した納付金及び標準保険料率 

令和４年度の納付金は令和３年度から約２億２千万円（2.6％）減少していますが、

１人当たり納付金としては3,316円（2.0％）増加しています。 

⑴ 県が決定した納付金 

 
基礎賦課分 

（医療分） 

後期高齢者 

支援金等分 
介護納付金分 合計 

令和２年度 5,889,304,375円 1,757,370,645円 585,605,629円 8,232,280,649円 

令和３年度 5,909,398,086円 1,790,343,490円 605,322,212円 8,305,063,788円 

令和４年度 5,700,637,380円 1,755,985,212円 628,948,909円 8,085,571,501円 

 

 ⑵ １人当たり納付金 

 
基礎賦課分 

（医療分） 

後期高齢者 

支援金等分 
介護納付金分 合計 

令和２年度 104,481円 31,177円 34,498円 170,156円 

令和３年度 103,650円 31,402円 34,049円 169,101円 

令和４年度 130,815円 31,978円 36,624円 172,417円 

 

 ⑶ 県が提示する標準保険料率の推移及び本市保険料率 

 

県が提示する標準保険料率 令和４年度 

本市保険料率 

② 

②‐① 
令和２年度 

 
令和３年度 

 
令和４年度 

① 

基礎賦課分 

（医療分） 

所得割 7.82％ 7.86％ 7.44％ 6.84％ -0.60％ 

均等割 32,227円 32,496円 32,122円 27,100円 -5,022円 

平等割 22,268円 22,345円 20,911円 19,220円 -1,691円 

後期高齢者 

支援金等分 

所得割 2.78％ 2.82％ 2.73％ 2.60％ -0.13％ 

均等割 11,278円 11,401円 11,459円 10,430円 -1,029円 

平等割 7,792円 7,840円 7,460円 7,860円 +400円 

介護納付金分 

所得割 2.52％ 2.57％ 2.71％ 2.28％ -0.43％ 

均等割 13,142円 13,039円 13,933円 11,300円 -2,633円 

平等割 6,603円 6,609円 6,918円 5,500円 -1,418円 

 


